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でより外国語活動との距離が縮まり 自分たちが作

った動物園や買い物のお題カードを使って活動する

ことを楽しみにしている様子であった。

以下第４時で学習した後の２年生の振り返りであ

る。

自由記述

・ が上手くできたのでもっと上手にな

りたいです。

・動物の英語や渡す言葉を使えてよかったです。

・新しい動物が増えてとても楽しかったです。

・上手くできたことは挨拶をいっぱい出来たことで

す。

・英語をたくさん使えて良かったです。

５．成果と課題

本研究の成果としては以下の点がある。

低学年時における外国語活動はやはり子どもたち

が母語ではない言語に慣れ親しむことが重要だと感

じた。

慣れ親しむことが出来るには歌やチャンツが非常

に有効である。というのも朝の時間に を

歌うだけで 自然と日常でも外国語が出てくるよう

になった。また 歌もテンポを変えたり 動作を加え

たりすることで何回も繰り返し行うことが出でき

子どもたちにとっても楽しい活動になった。少しず

つ日常的に外国語に触れる機会をとることで外国語

に対する抵抗感が減ってくると考える。中には休憩

時間に外国語の歌を歌う子も増えてきて 教師の代

わりに伴奏をする子も出てきた。

もう１つが学習すること 教材 との距離を縮める

ことにより より楽しみながら多くの外国語に触れ

ることが出来ると分かった。そのためには他の教科・

領域と関連させることが有効である。そうすること

によって外国語に触れる時間が増え 自分たちがも

っと楽しく活動できるように工夫することができる

からである。自分たちで外国語活動をつくっていく

ことの面白さも大事であると思う。

また ゲーム性を持たせたり友だちとの会話でき

るアクティビティを設定したりするも必要である。

子どもたち同士のやりとりを外国語で行うことによ

り伝わった時の嬉しさや出来るようになった達成感

が非常に大きい。いかに子どもたちが教材と向き合

える場を設定し 自分の言葉が伝わった時の喜びを

体験させることができるのかが学習意欲につながる

と考える。

課題としては 低学年時の外国語活動において教

科書や指導要領がない分 指導計画を立てるのが難

しいことにある。子どもたちの事態を踏まえ 興味・

関心が持てるような取り組みを考えることが必要で

ある。また 今回の実践では子どもたちが授業で取り

扱った言葉以外にも子どもたちが知っている言葉が

非常に多かった。しかし 外国語に慣れていない子に

とって単語数を増やしすぎると難易度が上がり 分

からないままの学習に繋がってしまう恐れがある。

３年次への接続と子どもたちの実態を踏まえ 教師

側がしっかりと扱う内容を見定めておくことが非常

に重要であると感じた。また どうしても教師主体の

活動になってしまうため 習ったことを生かせる機

会を保障することも取り入れていくべきである。そ

うすることで子どもたちが主体的に活動し 「外国語

をもっと使いたい」という気持ちにつなげることが

出来る。

学習を進めていく中で私が大事だと感じたのが

低学年の子どもたちがまず外国語に親しみ・楽しむ

こと。これが１番大事であると考える。その中に習っ

た表現や他者とのかかわりがあり 外国語を使う場

面がしっかりあることが魅力ある授業であると思う。

今後 子どもたちが「外国語活動って楽しいな。」

「もっと色んな言葉を知りたいな 使ってみたいな。」

と思えるような取り組みを考えていきたい。 

たいへ

んでき

た

できた できなかっ

た

楽しく活動できたか ２５人 ３人 ０人

外国の言葉をたくさん使

うことが出来ましたか

２６人 ２人 ０人
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【ねらいと背景】

この事業は、和歌山大学国語教室で開発した百人一首カルタ「セレクト 20」を、実際の

学校現場で学部学生と現職教員が協力して進めることを考えた。現場教員にとっては、カ

ルタを使った新しい国語科授業の経験、学部学生にとっては教育実習のような指導を受け

る立場ではなく、教員と協働作業をすることで、教育実践力の向上に役立てることにある。 

【実施状況】

本年度の参加校と実施状況は以下に一覧表にして示した。 
 
平成 30 年度百人一首カルタ実践校一覧（＊は実践的地域連携研究） 

学

校

担当教諭

学年･ｸﾗｽ

担当学生 実施日時と内容 特徴・反省

１

附
属
小

3B 中岡先生 
3C 武友先生 
2 クラス 
 

金谷・贄川

山口

① カルタ制作

② 色紙作り

クラス対抗はなし

２

藤
戸
台
小

３年生５ｸﾗｽ

藤田菜摘先生

北口・名郷根

＋３回生

① カルタ制作

② 色紙作り

③ カルタ大会

①は大学の小学校教

科「国語」の学生が参

観。

クラス同時なので学

生の数と用意が大変。

３

高
松
小

年 ｸﾗｽ

年 ｸﾗｽ

辻本貴大先生

名郷根、北

口、井上＋国

語 回

① カルタ制作

② 色紙作り

③ カルタ大会

年はセレクト 。

年はセレクト 。

年合同のカルタ大

会で交流

４ ＊
浜
の
宮

小

年 クラス 金谷＋ ① カルタ制作

② 色紙作り

③ カルタ大会
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５
吉
備
中
学

三木由起子先

生

年 クラス

北口・名郷根

＋ 回 名

百人一首から高校古

典へのつながりの授

業を クラスで実施

６
和
歌
山
北

野口勇太先生

クラス

回生＋ 回

生

、 、 、 、

､ ､ ､

、 、 、 、

放課後学習指導

古典文法

（注）「浜宮小」は連携事業締切ののちに要請があり参加した。 
 
○参加校 

小学校３校、中学校１校、高校 1 校 
○クラス数と児童・生徒数 

小学校 13 クラス 約 400 人 中学５クラス 150 人、高校 7 人 
○学生参加者 

菊川ゼミ 4 回生 2 名、3 回生 4 名  
 
 
【カルタの実践授業から】 

昨年は小学校５校 20 クラス、中学１校 5 クラス、高校 1 クラスの参加者（児童・生徒）

700 名だったので、今年は若干減少した。これは参加学生に負担がかかりすぎたのを反省し

て、小学校をしぼったことによる。 
小学校では「①カルタ＋カルタ制作 ②色紙作り ③クラス対抗カルタ大会」の三点セ

ットのプログラム（3 日合計 6 時間）が定着し、安定的に進めることができた。 
次に、各学校の取組みの特徴を報告する。 

 
○附属小学校 

附属小学校は、各教員の独自性が強いので、学年全体でまとまってカルタ大会を開催し

たことはない。ただ、３ は児童が百人一首の本を全員持参し、色紙を作る際にも歌の意味

をあれこれ考えながら進めるなど、先生の力が入っていることがわかる。 
 
○藤戸台小学校 

3 年生の 11 月に「百人一首カルタ」が定着している。最後のクラス対抗カルタ大会は、

学校開放月間に実施しており、30 人ほどの保護者が参加して体育館で実施した。藤戸台小

学校の特徴は、大学の小学校教科「国語」と連動させて、大学生が①の授業参観すること

である。百人一首カルタについての講義に続き、それを実際におこなう場合、どのような
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附属小学校は、各教員の独自性が強いので、学年全体でまとまってカルタ大会を開催し

たことはない。ただ、３ は児童が百人一首の本を全員持参し、色紙を作る際にも歌の意味

をあれこれ考えながら進めるなど、先生の力が入っていることがわかる。 
 
○藤戸台小学校 

3 年生の 11 月に「百人一首カルタ」が定着している。最後のクラス対抗カルタ大会は、

学校開放月間に実施しており、30 人ほどの保護者が参加して体育館で実施した。藤戸台小

学校の特徴は、大学の小学校教科「国語」と連動させて、大学生が①の授業参観すること

である。百人一首カルタについての講義に続き、それを実際におこなう場合、どのような

問題が起こるのか、実際に参観できるのはまさに実践的授業研究に相応しい。この授業を

受講した学生が、この学校にも勤務しており、良い循環ができている。 
 
○高松小学校 
高松小学校では、３年、４年の教員集団が協力して対抗戦を実施している。今年は 3 年

目ですっかり定着したといえる。異学年でも力が拮抗するように、グループ分けに工夫す

るなど、細かな努力を怠らない。決勝戦が 3 年 3 人、4 年 3 人になったのも、それゆえだろ

う。 
また、昨年度セレクト 20 を経験した 3 年生は、今年 4 年になりセレクト 40 を実施し、

歌数を増やし、２年間を見通したプログラムになっている。 
また、カルタ大会には「交流戦」という、勝敗ではなく、参加の保護者や先生・異学年

との交流を主にしたカルタがあり、参加者がそれぞれ楽しめるイベントになっている。 
 
○有田川町立吉備中学 

今年の吉備中学は、三木先生が授業でカルタを実施していることを受け、「高校につなが

る授業を 3 年生に」とのテーマで、1 月 17 日に実施した。5 クラスに、5 人の大学生を当

て、カルタとその後の発展の授業を考えた。学生は、ゼミの時間に各自の工夫を持ち寄り

相談したうえで、当日の授業に臨んだ。うまくいった点、そうでない点、さまざまだが中

学生と大学生の貴重な交流の場になった。 
 
○県立和歌山北高校 

本学卒業生である野口勇太先生の勤務する和歌山北高校から、共同の依頼があった。高

校で、大学入試を目指した補習授業という願いがあり、カルタではなく古典文法を教えた。

2，3 学期を中心に放課後希望者を集めて実施した。当初、6，7 人で始まったが、最後まで

続いたのは 2 人と寂しい結果になった。ただ、参加者の 2 年生女子は、「文法力は大学 2 回

生よりも上だと思います」と学生の報告があり、成果はあったと思う。次はこれをどのよ

うに広げていくか、工夫したい。 
 

 
【学生の成長の観点から】

 
現場教員と協力するだけでなく、学生を積極的に授業に出すことで、自分の授業として

しっかり準備するとともに、現職教員との打ち合わせなどを通して教員としてコミュニケ

ーション力を磨く。 
 
上記のねらいを持って、学生昨年同様、「３回生が中心、４回生はバックアップ」の体制
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でのぞんだ。一人５～６回、小・中・高の違った校種で多数の経験をつむことで、「すっか

り慣れました」という頼もしい声を聞く。教育実習と違い、自分たちが熟知した百人一首

教材で授業をすることで、確かな手ごたえを感じているようだ。 
各校の教員と打ち合わせを行い実施に向けて準備することで、教員としての自覚と責任

の芽が育っていることを感じる。このゼミ生から、今年も和歌山高校国語（院生）、大阪高

校国語（学部生）の現役合格を含め、3 名の中高教員を輩出できた。この学生たちが、教員

となり一緒に共同研究を進めることができるようになるのを願っている。 
 

以上 
 


